
 
 
 
 

令和５年度 第１回協議会の概要 
 
 
 
 
 
 
 

令和４年度 第２回協議会の主な意⾒ 
 

報告（１）令和４年度第２回⼤⽥区⾃転⾞等駐⾞対策協議会について 
 （２）令和５年度第１回⼤⽥区⾃転⾞活⽤推進委員会について 

― 意見なし 

議事（１）令和４年度【とめる】実績と令和５年度の実施予定について 

１ 

駐輪対策が隣の川崎市に比べて遅れていると思う。川崎市では白線をひいて、駐輪スペースとして、そこにシルバー人材センターを派遣して管理を行う形式で、駐輪対策と雇用の創出を行っている。 

駐輪場の整備というイメージにとらわれすぎていると思う。公開空地などで駐輪スペースを確保できないか。 

 東口地下駐輪場の整備計画が進んでいる中で、現時点で公開空地を活用した駐輪場整備の検討はしていない。 

２ 

放置自転車の撤去や盗難自転車について、区や警察のそれぞれに連絡を行う必要がある。撤去について警察に連絡すると、ステッカーを張ってから撤去まで 2 週間かかる。 

区民が警察に電話をするのはハードルが高いと思う。警察と連携して手続をワンストップ化して迅速に対応できないか。 

 ２週間から７日間で撤去が出来るよう条例規則の改正を昨年度末に行った。警察とはさらなる連携を図り、対応していく。 

３ 
地下駐輪場の整備の遅れが、地下埋設物によるものとあるが、具体的にはどういったものか。 

 内容を確認して、後日報告する。 

議事（２）令和４年度【はしる】実績と令和５年度の実施予定について 

４ 

ドライバーへの周知啓発に関して、自動車であれば免許を取っているのでルールを分かっているが、自転車の利用者は二段階右折などのルールを理解していない。 

基本的なルールに関するパンフレットなどを小学校で配ってはどうか。 

 まもるの取組で、世代に応じたルール・マナーのリーフレットを配布している。 

５ 今年で、区道 170km の整備が完成するということなので、今後は国や都などと連携して、国道・都道の整備を進める必要がある。 

議事（３）令和４年度【まもる】実績と令和５年度の実施予定について 

１ 
年代別の教育を行うとのことだが、大田区ではママチャリが道路交通法を無視して自由に走り回っており非常に危険である。児童館での教育に限らずそうした人たちをターゲットとした交通安全教育が必要だと思う。 

 ご意見を踏まえ、安全教育の内容について更なる見直しを図りたい。 

２ 
抜けている視点として、外国人への安全教育がある。多文化共生に向けて、外国の人へのルールの周知が必要だと思う。 

 自転車利用安全五則についての多言語版パンフレットがあるが、次のターゲットとして検討したい。 

令和５年度 第１回 ⼤⽥区⾃転⾞等駐⾞対策協議会について 資料１ 

【日程】 令和 5 年９⽉１⽇（⾦） 午後 1 時〜３時 
【会場】 池上会館 ２階 第 1 会議室 
 ※WEB 会議システムによるハイブリッド形式 

【報告】 （１）令和４年度第２回⼤⽥区⾃転⾞等駐⾞対策協議会について 
 （２）令和５年度第１回⼤⽥区⾃転⾞活⽤推進委員会について 
【議事】 （１）令和４年度【とめる】実績と令和５年度の実施予定について
 （２）令和４年度【はしる】実績と令和５年度の実施予定について
 （３）令和４年度【まもる】実績と令和５年度の実施予定について
 （４）令和５年度の年間スケジュール（案）について 

【その他】 （１）計画の主な指標について 
 （２）次回の予定 



 

議事（３）令和４年度【まもる】実績と令和５年度の実施予定について 【続き】 

３ 
ヘルメット助成の取組状況はどのようになっているか。 

 7/20 から助成制度を開始し、8/10 までの助成対象店舗からの報告では 98 個販売した。在庫がない状況と聞いている。 

４ ヘルメットの助成についてはヘルメットの在庫が追いついておらず、人気のあるデザイン以外は敬遠されている状況にある。10 月から新たに入荷されるので、少し落ち着くと思う。 

５ 小学校卒業と同時にヘルメットを使わなくなる傾向があると思う。なぜヘルメットを被らないといけないかを子どもにしっかり伝えて、習慣化しないといけないと感じる。 

６ 
スケアードストレイトの取組について、効果検証をどのように行っているのか。 

 生徒にスケアードストレイトを行った直後にアンケートを実施し、感想などを聞いている。 

その他（１）計画の主な指標について 

１ 
自転車事故件数が減少傾向にあったのが、再び増加しているが、どういった要因が考えられるか。 

 出合頭の自転車事故が増えている。高齢者や小学生への安全教育を進めていきたい。 

その他 たのしむの取組について 

１ 
参考資料のたのしむの取組について、たのしむの前提となる施策がとめる、はしる、まもるである。 

はしるについて区道のネットワークが完成したので、今後は都や国と連携して、多くの人の協力を得ながら取組を進めていただきたい。 

 




































